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研究テーマ 都市内道路の将来ビジョン選択に関する研究 

研究の経過（4 月～9 月）： 

交通分野の将来ビジョンは、どれを見ても個別施策・要素技術を網羅的に取り込んだ総花

的ビジョンのように見えるし、対立するビジョンは不明である。将来ビジョンは単なる理想

ではなく、実現するための政策・施策に反映されなければならない。すなわち将来ビジョン

は、実現させるものと実現を諦めるものとを対比させた価値判断であり、優先順位をつけた

政策・施策の集合としての社会選択の問題として捉えるべきと考える。本研究は日常生活圏

にある都市内道路を対象とし、「道路の将来ビジョン」を社会選択・価値選択の問題と捉え

て、対立する代替案の選択問題として分析して、昨今の「将来ビジョン」に問題を提起する。 

・研究会メンバー8人とワーキング（WG）メンバーで研究を進めているいる。WGメンバーは

地区交通に詳しく、これまで自転車研究と施策を中心的に担ってきた 7人で構成している。 

・これまで 1 回の研究会のほかオンライン WGで意見交換を行ってきた。 

・研究会では政策・施策の優先順位に着目した検討をしている。欧米の交通計画では明確な

ビジョンと、そのビジョンを具体化するために政策・施策に優先順位をつけて実行している

のに対して、日本国においては「総花的ビジョンと優先順位なき政策・施策ではないか」、

また「社会集団のビジョンを描くベースとなる個人のビジョンがそもそも希薄ではないか」

という批判的検討を行っている。 

・WGでは、生活道路に関して、「アクティブモビリティあるいはスローモビリティビリと自動車

との優先関係をどう考えるか、それに伴って道路空間配分をどうするか、この問題が集約されて

いる事例が未だに不明瞭な位置づけにある自転車歩行者道であろう」という議論をしている。 

下期へ向けて（課題等）： 

・10/17（木）に研究会・WG を合同開催し、古倉宗治氏（特定非営利活動法人自転車政策・

計画推進機構 理事長）をゲストに迎えての講演「（仮）自転車計画考～パリ視察を踏まえ

て～」を予定している。古倉氏の昨今の主張は「大切な点は自転車の位置づけや扱いをどの

ように考えるかのしっかりとした考え方・哲学・優先順位とその共有」であるため、有意義

な意見交換が期待できる。 

・具体的な事例に即して自転車歩行者道問題を検討し、解決策を探る。 

・社会理念及び政策・施策の優位順位を含めた複数の道路ビジョン・シナリオを作成し、

Web 意識調査により将来の社会選択の問題として人々の意向を明らかとする。 

・日本国における将来ビジョンと政策・施策の優先順位に関して考察する。 

 

 

 

-24-




